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ώϡーマϯϩϘςΟΫス研究室
http://isw�.naist.jp/Contents/3esearDh/ai-��-ja.html
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（写真左から）
教授：࿨ా　ོ広 t.wada@is.naist.jp
准教授：高দ　३ j-taka@is.naist.jp
客員准教授：(arDia (VstaWo HarDia-H@is.naist.jp
ॿ教：ࠤ౻　༐ى sato.ZVki@is.naist.jp
ॿ教：᪅　ਸو Dho@is.naist.jp

ਓをࣝΓɺਓに໾ཱͭ機ցγスςϜを૑る

研究を始めるのに必要な知識・能力
　数学やӳޠなどの基礎学力、؆୯なプロάラミンά能力を備͑ていることをظ଴します。ロϘット・自動車などの知能機械システムや、
ਓؒの޼みさの理解、ਓؒと機械の関܎などにڧいڵ味があれ͹、ઐ門的な知識はೖ学後に学΂ます。
。研究室の指導方針
　研究テーマは学生個ਓのڵ味や得意分野౳をߟ慮して決ఆします。一ਓ�テーマを基本としますが、チームをܗ成することで、知識や
πーϧを共有すると共に、ޓいに議論しながら研究を進めます。

この研究で身につく能力
　ロϘット・機械システムを੍ޚする技術、ϋーυウェΞ・ιフトウェΞの設ܭ・製࡞と౷合技術、情報技術を活用したਓؒಛ性Ϟデリ
ンά技術、ਓؒに࢖いやすいώϡーマンマシンシステムの設ܭ技術、（ಛにਓを含む）実験を通じた評価などをόランスよく身につけら
れます。

修了生の活躍の場
　自動車メーカー、૯合電機メーカー、情報通信産業など幅広い分野、大学教員として活躍している者も。

研究内容
　ηϯγϯά͔Βӡಈ੍ޚ·ͰΛਓ޻తʹߏ੒͢ΔϩϘςΟΫε
ٕज़΍ɺ͜ΕΛ༻͍ͨਓؒ行ಈͷϞσϦϯάɺ͞Βʹ͜ΕΒΛ༥
合ͨ͠ώϡʔϚϯϚγϯγεςϜͷߏ੒ख๏ʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬ
͍ͯ· ɻ͢
"� ώϡʔϚϯϞσϦϯά
　ਓؒͷ޼Έͳ֮ײ৘ใॲཧɺӡಈػೳΛɺγεςϜ࿦తʹཧղ
͢ΔͨΊͷڀݚΛ行͍· ɻ͢ಛʹػց（ಓ۩）Λѻ͏ਓؒͷಛ௃ͷ
ཧղʹয఺Λ౰͍ͯͯ· ɻ͢
ɾ ਓͷ֮ײ৘ใॲཧʗಈ༳ප（৐෺ਲ͍ɺ73ਲ͍ɺӉ஦ਲ͍）

ͷ実ڀݚݧɺࢉܭϞσϦϯά
ɾ ଟϦϯΫߏ଄ମͷ༗͢Δ޼Έ͞ͷಈྗֶతཧղ
ɾػցΦϖϨʔλ（ࣗಈंӡసखͳͲ）ͷ਺ཧϞσϦϯά
ɾΞϑΣΫςΟϒλονϩϘοτͱ৮ΕΔεΩϧͷϞσϧԽ
#ɽϩϘοτʹΑΔ作ۀ実ݱ
　ϩϘοτͷϋʔυ΢ΣΞɾιϑτ΢ΣΞʹؔ͢Δج൫తڀݚͱ
·͠ڀݚ౳΁ͷԠ༻Λ広͘ۀ࢈ ɻ͢
ɾॊΒ͔͍෺ମͷϩϘοτʹΑΔૢ作（มޚ੍ܗɼૢΓ） 
ɾϩϘοτϏδϣϯͱϚχϐϡϨʔγϣϯ
ɾ ιϑτϩϘςΟΫε（ηϯγϯάػೳΛͭ࣋δϟϛϯάάϦούɾ

ॊೈ治۩）
ɾώϡʔϚϊΠυϩϘοτʹΑΔ෺ମૢ作
ɾ水中ϩϘοτ（遠ִૢ作ɺϚχϐϡϨʔγϣϯͳͲ）
CɽώϡʔϚϯϚγϯγεςϜɾώϡʔϚϯϩϘοτίϥϘϨʔγϣϯ
　ώϡʔϚϯϞσϦϯάɺϩϘοτٕज़Λ౷合͠ɺਓؒʹͱͬͯ
ɻݱ΍͍͢ώϡʔϚϯϚγϯ（ϩϘοτ）γεςϜΛ実͍࢖
ɾ SIBSFE ConUSoM（ڠௐ੍ޚ）ͷڀݚ（ࣗಈंɺ遠ִૢ作水

中ϩϘοτ΁ͷԠ༻ͳͲ）
ɾ大଼ٛ଍੍ޚ 
ɾΞϯυϩΠυϩϘοτͱϊϯόʔόϧίϛϡχέʔγϣϯ
ɾ ൽෘද໘ܗঢ়ܭଌʹࢶ্ͮ͘جಈ作ਪఆͱϦϋϏϦγεςϜ

΁ͷԠ༻
%ɽࣗಈं෼野ͷྫڀݚ
　౥৐ܕϩϘοτͷྫͱͯ͠ͷࣗಈंΛର৅ʹɺ༷ʑͳڀݚΛ実
ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢
ɾ շదͳࣗಈӡసͷ実ݱ（εϜʔζͳӡసҾ͗ܧɺਲ͍௿ݮͳͲ）
ɾυϥΠό DZCFSnFUiD NoEFM ޚ両ӡಈ੍ंͮ͘جʹ
ɾӡసٕྔ΍ं両ૢ作ੑͷγεςϜ࿦తཧղ

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
共同研究先：ஜ೾大学、立໋ؗ大学、౦ژ大学、日本自動車研究所、߳઒
大学、デϧフト工科大学、ミシΨン大学、ຽؒ企業との共同研究もੵۃ的
に行っています。

研究設備
　υライϏンάシミϡϨータ、খܕ電ؾ自動車、ճసҜ子、ώϡーマϊイυ
ロϘット、૒࿹ロϘット、ਫ中ロϘットなど

ਓͷ֮ײ৘ใॲཧʗ৐෺ਲ͍ͷࢉܭϞσϧ

ΞϑΣΫςΟϒλονϩϘοτ
ͱ৮ΕΔεΩϧͷϞσϧԽ

਎ମӡಈͷ޼Έ͞ ʹؔ͢Δӡಈ৘ใͷཧղ

ϩϘοτʹ ΑΔ෺ମૢ࡞ͱϩϘοτϏδϣϯ

ώϡʔϚϊΠυϩϘοτ
ʹΑΔ෺ମૢ࡞

ਫதϩϘοτ

ԕִૢػݐ࡞γεςϜ
ൽෘද໘ܗঢ়ܭଌʹ্ͮ͘ج
ਪఆͱϦϋϏϦγεςϜ࡞ಈࢶ

 ٛ଍γεςϜ υϥΠϏϯάγϛϡϨʔλ

ΞϯυϩΠυϩϘοτͱϊϯόʔόϧίϛϡχέʔγϣϯ

շదͳࣗಈӡసٕज़




